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ジル・ドゥルーズの哲学における意味と感覚の理論についての人間学的研究 
 
論文内容の要旨 
 
本論文は、フランスの哲学者ジル・ドゥルーズの哲学における意味と感覚の論理について哲学的・人間的学見地か
ら研究するものである。本論文は、序論、第1部、第2部、第3部から成り立っており、序論を除く8つの章を含んでい
る。 
 序論では、ドゥルーズの哲学の一般的受容と研究の傾向を批判的に検討し、ドゥルーズ哲学におけるカオス概念の
二つの異なる使用法について確認したうえで、それぞれ、システムに対して構成的なカオスと、システムそのものを
破壊してしまうカオスとして特定した。そして、ドゥルーズ哲学が、前者の意味でのカオスを称揚しながらも、後者
の意味でのカオスに対しては、そこからの保護とそれに抗する闘いを要請している事実を指摘し、「カオスに抗する
闘い」という主題がドゥルーズ哲学を貫いることを主張した。そして、ドゥルーズ哲学における意味の理論と感覚の
理論が、その最も顕著な展開であることを確認した。 
 第1部第1章では、主著『差異と反復』（1968年）における、表象＝再現前化の秩序の批判の論理と、そこで取り出
される下‐表象的なものとしてのシステムがカオスと呼ばれていることを確認し、これを批判的に論じた。『差異と
反復』においてカオスと呼ばれているのは、諸々の齟齬するセリーと、それらセリー間のカップリング、内部共鳴、
そしてセリーそれ自体を越え出る強制運動からなるシステムの様態であり、すなわちカオスとはシステムの名にほか
ならず、そのかぎりにおいてのみ論じられていることを明らかにした。第1部第2章では、第二の主著『意味の論理学』
（1969年）において、このシステムの基本的な組成が踏襲されながらも、システムに対して構成的ではなく、むしろ
システムそのものを破壊してしまうようなカオスの位相が提出されていることを見いだし、カオス概念をめぐるドゥ
ルーズ哲学の転換の内実について論じた。下‐表象的なものとしての「意味」は、表象＝再現前化の秩序に対する批
判である以上に、後者の意味でのカオスに対する防御的な特徴が際立つのである。そして、後者の意味でのカオスに
抗する闘いの、最も重要な契機を、「器官なき身体」と呼ばれる身体概念に求めた。 
 第2部第3章、第4章、第5章では、前章で見いだされた『意味の論理学』の「器官なき身体」概念へと至るドゥルー
ズ歩みを、1945年のデビュー作から辿った。第3章では、ドゥルーズの最初期の仕事に見られる無人島論と他者論をひ
とつの問題系として論じ、そこから「単為発生による第二の誕生」というキーワードを抽出した。第4章では、その問
題系の延長線上に精神分析のマゾヒズムを引き合いに出した倒錯論の内実を明らかにし、ここでも「単為発生による
第二の誕生」が主題化されていることを見いだした。そして、第5章では、『意味の論理学』の「器官なき身体」が、
まさに「単位発生による第二の誕生」によってカオスに抗して不動の形態を導出するものとして論じられていること
を明らかにした。 
 第3部第6章では、1960年代に意味の理論に託されていたカオスに抗する闘いが、1970年代以降に感覚論へとリレー
されていることを、ドゥルーズにおける構造主義言語学の衰退と、芸術論における視覚的な形象の身分の上昇という
観点から論じた。第3部第7章では、その感覚論と形象論の具体的な展開として、モーリス・メルロ＝ポンティ現象学
と対峙しつつドゥルーズが提出した「感覚の存在」をめぐる議論に注目し、その内実を、「カオスに抗する闘い」と
いう観点から明らかにした。第3部第8章では、ドゥルーズにおける感覚論と形象論の最後の形態である「モニュメン
ト」概念をめぐる議論、そしてその機能として幻視的な仮構作用をめぐる議論を、やはり一貫して「カオスに抗する
闘い」という観点から論じた。 
 このように、本論文は、ドゥルーズ哲学に「カオスに抗する闘い」という主題を見いだし、それを意味の理論と感
覚の理論として明らかにするものである。 
 
 
 


